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2024 年 11 月 12 日 

各 位 

会 社 名 青 山 商 事 株 式 会 社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 青 山  理 

（コード番号 8 2 1 9  東証プライム 市場）

問合せ先 取締役兼専務執行役員 
グループ経営本部長 
兼 総 合 企 画 部 長 

山 根 康 一 

（ T E L  0 8 4 - 9 2 0 - 0 0 5 0 ） 

2025 年３月期第２四半期（中間期）の業績予想値と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2024 年５月 10 日に公表いたしました、2025 年３月期第２四半期（中間期）の業績予想値と

本日公表の実績値に差異が生じましたのでお知らせいたします。 

あわせて、通期業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１. 業績予想値と実績値との差異について

（１）2025 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想値と実績値との差異

（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日）

（単位：百万円） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に 
帰 属 す る 
中間純利益 

１株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 85,400 1,400 1,400 100 ２円01銭 

実 績 値（Ｂ） 84,044 646 518 △630 △12円65銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,355 △753 △881 △730 ― 

増 減 率（％） △1.6 △53.8 △63.0 ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2024 年３月期第２四半期） 
83,013 1,399 1,797 463 ９円30銭 

（２）2025 年３月期第２四半期（中間期）個別業績予想値と実績値との差異

（2024 年４月１日～2024 年９月 30 日）

（単位：百万円） 

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間純利益 
１株当たり 
中間純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 53,100 △500 600 200 ４円01銭 

実 績 値（Ｂ） 51,325 △1,326 △382 △636 △12円76銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,774 △826 △982 △836 ― 

増 減 率（％） △3.3 ― ― ― ― 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2024 年３月期第２四半期） 
51,781 △521 596 177 ３円55銭 
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２. 業績予想の修正について 

（１）2025 年３月期通期連結業績予想値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に 
帰 属 す る 
当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 198,800 13,000 13,300 9,100 182円50銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 198,600 13,800 13,850 9,100 182円44銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △200 800 550 ０ ― 

増 減 率（％） △0.1 6.2 4.1 0.0 ― 

（ご参考）前 期 実 績 

（2024 年３月期） 
193,687 11,918 12,503 10,089 202円38銭 

（２）2025 年３月期通期個別業績予想値の修正（2024 年４月１日～2025 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 132,000 8,500 9,600 7,300 146円40銭 

今 回 修 正 予 想（Ｂ） 131,600 9,700 10,600 7,800 156円37銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △400 1,200 1,000 500 ― 

増 減 率（％） △0.3 14.1 10.4 6.8 ― 

（ご参考）前 期 実 績 

（2024 年３月期） 
129,903 7,780 9,013 7,651 153円46銭 

３. 業績予想値と実績値との差異及び業績予想の修正の理由 

＜個別＞ 

第２四半期（中間期）において、主要アイテムの販売が低調に推移したことなどから、売上高及

び売上総利益が前回発表予想を下回りました。あわせて、販売費及び一般管理費の削減に努めたも

のの、各段階利益につきましても前回発表予想を下回りました。 

 下期につきましては、各施策を遂行し、既存店売上高前期比の前提を 101.7％と想定することか

ら、売上高は前回発表予想を上回る見込みであります。あわせて、販売費及び一般管理費の削減な

どにより各段階利益につきましても、前回発表予想を上回る見込みであります。 

通期につきましては、売上高は前回発表予想を下回るものの、各段階利益におきましては、前回

発表予想を上回る見込みであります。 

なお、既存店売上高前期比は、上期実績 99.4％、下期の前提は 101.7％、通期 100.8％でありま

す。（前回発表予想前提：上期 103.5％、下期 100.5％、通期 101.5％） 

＜連結＞ 

主に、上記＜個別＞の理由により、第 2 四半期（中間期）実績値は前回発表予想を下回ったもの

の、通期につきましては、概ね前回発表予想通りとなる見込みであります。 

 

※ 上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


